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　平成29年第３回松野町議会定例会が、９月８日に招集され、８日及び22日に提出議案などが審議されました。主
な内容は、次のとおりです。

報告 松野町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
議案 松野町個人情報保護条例及び松野町情報公開条例の一部を改正する条例について
 松野町税条例の一部を改正する条例について
 松野町介護保険条例の一部を改正する条例について
 工事請負契約の締結について
 松野町農産物加工施設の指定管理者の指定について
 平成29年度松野町一般会計補正予算（第２号）
 平成29年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
 平成29年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第１号）
 平成29年度松野町介護保険特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　　　　　　　　　▼ 平成29年度松野町一般会計補正予算（第２号）は※原案修正可決
　　　　　　　　　　　　　　　その他の議案は原案どおり可決されました。

認定 平成28年度松野町一般会計歳入歳出決算の認定について
 平成28年度松野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成28年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成28年度松野町簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成28年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成28年度松野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成28年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　　　　　　　　▼原案どおり認定されました。

同意 松野町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
　　　　　　　　　　　　　　▼橋田　忠弘氏を選任することが同意されました。

意見 地方の道路整備の推進に関する意見書
　　　　　　　　　　　　　　▼原案どおり可決されました。

その他 議会運営委員会の閉会中の継続調査の件
 議員派遣の件
　　　　　　　　　　　　　　▼原案どおり可決されました。

松野町議会第３回定例会

補正予算の概要補正予算の概要
平成29年度松野町一般会計補正予算 （第２号）
補正額：２億３千571万８千円　（補正後の予算総額：36億４千310万３千円）
人件費☞人事異動及び昇格等の調整により、総額で393万２千円を減額。
総�務費☞情報通信基盤施設管理費に、鬼北地域情報通信基盤施設の告知放送システムと、地域ニュース等を製作する
動画編集機の老朽化に伴う更新経費として、鬼北地域情報通信基盤施設管理運営費負担金２千588万５千円を追加。
衛�生費☞塵芥処理費に、新ごみ処理施設「環境センター」の稼働により、可燃ごみの収集日を週３回から週２回に減
少させたことに伴い、１回当たりの排出量が多くなり、既存ごみステーションの容量不足が問題となっていることか
ら、ごみステーションの増設、更新等に係る費用を補助金により支援するため、ごみステーション整備事業費補助
金77万５千円を計上。
商�工費☞観光費に、森の国ホテルの厨房機器について、老朽化による故障等により営業に支障をきたしていることから、
その更新経費として、森の国ホテル厨房機器購入費275万７千円を計上。平成28年４月から平成29年１月までの間に
おいて、臨時的に滑床観光施設及び河川公園施設の指定管理者となっていた株式会社松野町農林公社に対する指定
管理料について、期間中における決算額等の確定に伴い、清算が必要となったことから、滑床観光施設指定管理料
清算金306万４千円と河川公園施設指定管理料清算金334万２千円を計上。
教�育費☞西小学校の校舎は、建築から30年以上が経過し、老朽化により施設全般にわたる改修が必要となっており、
今回、老朽箇所の改修と併せ、トイレの洋式化や空調設備の新設、照明器具のＬＥＤ化など、教育環境の充実を図
る施設整備を行うため、学校大規模改修費に工事監理委託料267万３千円と工事請負費１億９千656万円を計上。

【※一般会計補正予算（第２号）減額修正可決の内容】
　教育費の町民センター費に計上した町民センターロビーへの図書スペース設置に係る備品購入費200万円の補正予
算（案）は、審議の結果、新庁舎建設計画との関係性も含め、今後慎重に取り組むべきであるという意見が多数であっ
たことから、その全額を減額修正可決。



3

平成29年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
補正額：118万円　（補正後の予算総額：６億９千718万円）
総務費☞一般管理費に、給料75万２千円と職員手当等42万８千円を追加。

平成29年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第１号）
補正額：48万６千円　（補正後の予算総額：２億８千348万６千円）
総務費☞一般管理費に、職員手当等57万４千円を追加する一方、給料８万８千円を減額。

平成29年度松野町介護保険特別会計補正予算（第１号）
補正額：２千262万７千円　（補正後の予算総額：７億９千262万７千円）
総�務費☞一般管理費では、給料33万８千円と職員手当等９万４千円を減額する一方、共済費４万８千円を追加し、認
定審査会共同設置負担金では、鬼北地区介護認定審査会負担金107万２千円を追加。
基�金積立金☞前年度繰越金を財源とする介護保険介護給付費準備基金積立金１千522万２千円を追加。
諸支出金☞前年度の国庫負担金等の精算に伴う予算措置として、償還金利子及び割引料に、返還金671万７千円を計上。

一般質問

一
般
質
問

森
岡　
健
治　
議
員

問�　
「
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
」

　

�　

町
内
で
は
主
要
国
道
や
県
道
等
順
次
整
備
が
行
わ
れ
、
町

民
の
利
便
性
の
向
上
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
施
策
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　

�　

し
か
し
、
申
請
か
ら
整
備
ま
で
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、

予
算
の
状
況
に
よ
っ
て
は
完
成
時
期
も
先
延
ば
し
と
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
、
不
満
の
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

�　

一
方
、我
々
の
身
近
に
あ
る
町
道
や
農
道
等
に
つ
い
て
も
、

今
も
な
お
未
整
備
の
狭
隘
道
路
が
多
く
、
中
に
は
未
舗
装
の

状
態
の
も
の
や
、
す
ぐ
に
で
も
修
繕
が
必
要
な
も
の
、
雨
水

等
排
水
施
設
が
な
く
大
雨
時
に
は
冠
水
や
土
砂
の
流
出
す
る

道
路
も
あ
り
、
そ
の
地
域
の
住
民
は
そ
の
都
度
対
応
に
追
わ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
�　

ま
た
、
生
活
に
不
便
な
だ
け
で
な
く
、
緊
急
車
両
の
乗
り

入
れ
が
困
難
な
こ
と
な
ど
町
民
は
不
安
を
感
じ
、
す
み
や
か

な
整
備
を
切
望
し
て
い
る
。

　

�　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
た
と
き
、町
民
の
日
常
に
寄
り
添
っ

て
、
不
安
や
困
難
を
出
来
る
限
り
取
り
除
き
、
安
全
で
安
心

な
町
民
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
こ
そ
町
の
使
命
で
あ
り
、
町

民
生
活
と
直
結
す
る
生
活
道
路
の
整
備
は
最
優
先
課
題
だ
と

考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
活
道
路
の
整
備
・
改
善
を
早
急

に
進
め
る
た
め
の
考
え
方
、
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長
答
弁

　

本
町
に
お
け
る
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
第
５
次

松
野
町
総
合
計
画
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
計
画
に
基
づ
き
、

安
全
で
快
適
な
環
境
整
備
と
生
活
基
盤
の
安
定
を
目
指
し
て
、

広
域
的
な
生
活
道
路
網
の
整
備
促
進
を
、
県
当
局
を
は
じ
め
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
政
の
重
要
事
項
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
に
よ
り
全
国
各
地
で

集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、
近

い
将
来
に
は
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
高
い
確
率
で
発
生
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
災
害
に
備
え
た
道
路
を
は
じ
め
と

す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
防
災
減
災
対
策
の
面
か
ら
も
最
優
先

す
べ
き
重
要
な
取
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
国
・
県
道
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
の
ご
尽

力
に
よ
り
事
業
が
計
画
的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
圏
域
の
幹
線

道
路
で
あ
り
緊
急
輸
送
道
路
で
も
あ
る
国
道
３
８
１
号
高
知
県

境
付
近
の
道
路
整
備
を
は
じ
め
、
県
道
５
路
線
の
未
改
良
区
間

の
整
備
、
落
石
対
策
等
の
防
災
事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
町
と
し
て
も
、
計
画
区
間
の
事
業
の
推
進
、
早
期
完
成

に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

町
道
の
現
状
、
道
路
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
町
道

の
路
線
数
は
３
６
６
路
線
、
総
延
長
は
約
１
４
９
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
そ
の
う
ち
改
良
、
舗
装
工
事
等
に
よ
り
整
備
が
完
了
し
て

い
る
延
長
は
約
94
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
改
良
率
は
63
・
1
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
り
、
県
内
の
市
町
道
の
平
均
改
良
率
50
・
9
パ
ー
セ

ン
ト
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
や
県
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
町
道
の
改
良
、
橋
梁
や
舗

装
の
修
繕
工
事
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
関
係
予
算
は

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
事
業
量
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
現
在
で
も
未
整
備
路
線
と
し

て
多
く
の
路
線
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
、
各
部
落
か
ら

は
道
路
改
良
、
舗
装
、
排
水
対
策
等
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
よ
う
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
、
限
ら
れ
た
交
付
金
事
業
を
有
効
に
活
用
し
た
計
画
的
、

効
率
的
な
道
路
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
起
債
単
独
事
業
な
ど
直
営
事
業

の
導
入
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、直
営
事
業
班
に
よ
る
町
道
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
、

町
民
が
安
心
し
て
安
全
に
生
活
で
き
る
災
害
に
強
い
道
路
網
及
び

生
活
基
盤
の
整
備
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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森 の国だより

松
野
町
敬
老
式

９
15

　

９
月
15
日
㈮
、
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
敬
老
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
松
丸
保

育
園
、
吉
野
生
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
可

愛
ら
し
い
踊
り
や
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

百
賀
（
数
え
100
歳
）
１
名

白
寿
（
数
え
99
歳
）
９
名

卒
寿
（
数
え
90
歳
）
28
名

米
寿
（
数
え
88
歳
）
47
名

傘
寿
（
数
え
80
歳
）
49
名

喜
寿
（
数
え
77
歳
）
62
名

▲正木　憲愛さん ▲友岡　シマ子さん

ジ
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
坂
本
町
長
か

ら
当
日
ご
出
席
さ
れ
た
祝
い
歳
対
象
者
の

方
々
に
対
し
て
、
感
謝
の
言
葉
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
を
代
表

し
て
松
野
町
議
会
の
加
藤
議
長
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
町
内
各

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
作
文
発
表
が
行
わ

れ
、
大
好
き
な
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
へ
の
感
謝
の
こ
も
っ
た
作
文
に
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
は
、
に
こ
や
か
な
表
情
で
、
発

表
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
宇
和
島
警
察
署
に
よ
る

交
通
安
全
講
話
や
フ
レ
ン
ド
・
フ
レ
ン
ド

ま
つ
の
有
志
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
る

な
ど
式
典
に
華
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
を
前
に
、
満
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
た
お
二
人
の
方
に
、
内
閣
総
理
大

臣
並
び
に
愛
媛
県
知
事
か
ら
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
祝
い
状
は
、
ご

長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
永
年
社

会
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
の
意
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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森 の国だより

体
育
祭
・
運
動
会

　

各
小
中
学
校
で
体
育
祭
・
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
・
西
小
学
校
は
、
台
風
の
影
響
で
１
日
順
延
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
一
致
団
結
し
、
優
勝
を
目
指

し
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
は
創
立
50
周
年
記
念
の
体
育
祭
、
南
小
学
校
は
最
後
の
運
動
会
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
に
残

る
も
の
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

時はきた　今こそ輝かせ　燃ゆる松中魂

がんばっている　君の姿に　一等賞

ドキドキわくわく　ぼくたちみんなの運動会

松野中学校

松野西小学校

松野東小学校

９
10

９
18

９
18



秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

９
21-30

　

９
月
21
日
㈭
か
ら
30
日
㈯
の
10
日
間
、
秋
の

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
、
町
内
で
も
様
々

な
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
交
通
安
全
自
動
車
パ
レ
ー
ド
」
で
は
、
虹

の
森
公
園
で
出
発
式
を
行
い
、
鬼
北
交
通
安
全

協
会
の
町
内
各
支
部
（
松
丸
、
目
黒
、
吉
野
生
）

役
員
、
宇
和
島
警
察
署
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

町
内
を
パ
レ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
交
通
安
全
と

交
通
事
故
の
防
止
を
広
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
「
人
の
輪
作
戦
」
で
は
、
交
通
指
導
員
を
は

じ
め
と
す
る
参
加
者
が
、
大
門
橋
交
差
点
か
ら

虹
の
森
公
園
に
か
け
て
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
利
用

す
る
な
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
と
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
交
通
安
全
運
動
週
間
中
に
は
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
街
頭
指
導
」
が

行
わ
れ
、
鬼
北
交
通
安
全
協
会
の
町
内
各
支
部

（
松
丸
、
目
黒
、
吉
野
生
）
役
員
、
交
通
指
導

員
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
関
係
者
な
ど
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
な
通
学
の
啓
発
と
通
勤
者
な
ど
へ
の
交

通
安
全
及
び
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
取
組
み

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
運
動
会
終
了
後
に
南
小
学
校
児
童
を
は
じ

め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
撮
影
し
た
記
念
写
真
で
す
。

6

森 の国だより

ありがとう南小学校　目黒の心　忘れない

松野南小学校 ９
24
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
支
援
を
受
け
、

都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も

ら
い
、
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

　

10
月
か
ら
新
た
に
松
野
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
高

橋
あ
ゆ
み
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。
町
内
で
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
紹
介

高橋　あゆみさん

　

９
月
30
日
㈯
岡
武
男
さ
ん
が
、
公
益
財
団
法
人
日
本
体

育
協
会
が
表
彰
す
る
「
第
12
回
（
平
成
29
年
度
）
日
本
ス

ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
実
践
者
で
、

中
高
年
齢
層
に
お
い
て
顕
著
な
記
録
や
実
績
を
挙
げ
、
国

内
外
に
お
け
る
高
い
評
価
を
得
た
方
を
顕
彰
す
る
も
の

で
、
全
国
か
ら
８
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
さ
ん
は
19
歳
で
陸
上
競
技
を
始
め
、
各
競
技
会
に
代

表
選
手
と
し
て
出
場
さ
れ
、
69
年
に
わ
た
り
競
技
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
２
０
０
９
国
際
ゴ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
京
都
大
会
及
び
第
30
回
記
念
国
際
・
日
本
マ

ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大
会
に
お
い
て
は
、
80
歳
以
上
１
０

０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
の
２
種
目
で
優
勝
す
る
と
と
も
に
、
大

会
記
録
・
日
本
記
録
・
ア
ジ
ア
記
録
を
樹
立
す
る
な
ど
、

輝
か
し
い
成
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
賞
式
当
日
は
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
総
合
開
会
式
」
が
開
催
さ
れ
、
岡

さ
ん
は
松
野
町
を
代
表
し
て
炬
火
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
第
72
回
国
民
体
育
大
会
役
員
懇
談
会
」
の
会
場
で
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

岡
武
男
さ
ん
が

﹁
第
12
回
日
本
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
﹂
を
受
賞

　

町
内
吉
野
在
住
の
岡
武
男
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
さ
ん
は
、42
年
4
ヶ
月
に
わ
た
り
教
育
職
を
歴
任
し
、

昭
和
62
年
か
ら
は
地
元
の
松
野
東
小
学
校
で
校
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
経
験
と
体
育
科
の
専
門
的
知
識
を

生
か
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を
実
践
し
、
特
に
教

育
環
境
の
整
備
や
児
童
の
健
全
育
成
、
小
規
模
校
の
教
育

推
進
な
ど
に
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
後
も
体
育
指
導
委
員
会
委
員
と
し
て
町
民

の
健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

平
成
16
年
か
ら
は
地
方
行
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
松
野
町

長
を
１
期
4
年
務
め
、
町
政
の
発
展
・
振
興
に
も
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
は
、
以
上
の
よ
う
な
功
績
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
平
成
29
年
10
月
5
日
に
南
予
地
方
局
長
か
ら
伝

達
が
行
わ
れ
、
松
野
町
か
ら
も
受
章
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

岡
武
男
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

度
、
松
野
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
赴
任
し
ま

し
た
高
橋
あ
ゆ
み
で
す
。
東
京
生
ま
れ
の
福
島
育
ち

で
す
。
近
年
は
モ
ン
ゴ
ル
で
職
業
訓
練
校
の
教
員
と

子
ど
も
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
自
然
も

人
も
豊
か
な
松
野
町
を
、
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！
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町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
森
の
国
山
城
学
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
山
城

を
活
用
し
た
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
松
野
町
の
魅

力
を
発
見
し
、
松
野
町
が
大
好
き
な
児
童
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
小
学
校
５
・
６
年

生
が
対
象
で
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
史
跡
河
後
森

城
跡
の
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
４
日
㈬
、
松
野
西
小
学
校
調
理
室
で
第
４
回
目

の
山
城
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
戦
国
料
理
体

験
が
授
業
テ
ー
マ
で
、
は
じ
め
に
戦
国
時
代
に
何
が
食

べ
ら
れ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
料
理
が
あ
っ
た
か

な
ど
を
学
習
し
、
そ
の
後
児
童
は
実
際
に
戦
国
時
代
に

食
べ
ら
れ
て
い
た
料
理
を
つ
く
る
調
理
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
調
理
実
習
で
は
、
戦
国
時
代
の
食
文
化
を
研
究

し
て
い
る
「
戦
国
の
食
学
習
会
」
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
役
割

分
担
し
調
理
し
ま
し
た
。

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

今
年
も
森
の
国
山
城
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

世帯数　2,059世帯（前月比 ＋８世帯）

総人口　4,117人 （前月比 ＋５人）
　　　　男1,939人　女2,178人
【９月中の異動】
　　　　○出　生　３人　○死　亡　４人
　　　　○転　入　25人　○転　出　19人

平成29年９月30日現在
※外国人を含みます。

町�の�人�口

ま
ち
の
投
句
箱

荒
星
・
葛
句
会
　九
月
合
同
句
会　
於　
お
さ
か
な
館

秋
風
や
ホ
ー
ム
に
不
器
男
立
ち
つ
く
す 

島
松　
　
　

柏

伊
予
と
陸
奥
結
ぶ
縁
や
葛
の
花 

渡
辺　
　
　

徹

送
ら
ば
や
コ
ス
モ
ス
盡
く
る
処
ま
で 

金
谷　
　

文
恵

学
帽
に
小
さ
な
破
れ
秋
の
風 

内
山　

か
お
る

秋
立
つ
と
思
へ
る
風
の
ま
じ
り
け
り 

武
田　
　

道
直

秋
雲
の
上
か
ら
眺
む
瀬
戸
の
海 

中
山　
　

伸
枝

沿
線
の
稲
原
ひ
か
る
伊
予
の
国 

浅
野　
　

信
廣

里
山
に
鬼
の
伝
説
葛
か
ず
ら 

伊
藤　
　

富
子

新
涼
や
航
跡
白
く
海
青
し 

早
坂　
　

保
文

桐
は
実
に
不
器
男
生
家
の
展
示
室 

谷　
　

き
よ
し

今
朝
の
秋
と
り
出
し
て
見
る
真
珠
か
な 

佐
々
木　

清
司

す
き
焼
き
は
煮
え
て
も
独
り
秋
の
夜 

伊
井　

は
じ
め

秋
風
や
森
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店 

金
谷　
　

恵
子

閑
適
の
ひ
と
と
き
や
枝
豆
を
も
ぐ 

鈴
木　

大
三
郎

陸
奥
の
朋
と
句
座
組
む
萩
の
花 

ひ
の　

た
い
ら

小
夜
更
け
て
又
も
暫
し
の
月
見
か
な 

金
谷　
　

重
子

吉
野
句
会
　九
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

秋
の
午
後
読
み
つ
ぐ
相
田
み
つ
を
の
書 

赤
松　
　

午
子

群
が
り
て
い
よ
い
よ
さ
び
し
曼
珠
沙
華 

稲
谷　

キ
ミ
コ

茶
畑
の
荒
れ
て
久
し
や
葛
の
花 

上
田　

美
智
子

雷
に
ピ
タ
と
静
ま
る
虫
の
声 

岡
本　
　

三
葉

金
木
犀
匂
ふ
朝
な
り
庭
師
来
る 

竹
内　

サ
ダ
子

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
一
覧　
九
月
投
句
分

大
花
野
来
て
八
十
を
遊
び
た
り

 

　
　
　
　
　

八
幡
浜
市　
　

井
上
テ
イ
子

茶
の
花
で
一
句
見
出
す
不
器
男
か
な

 

　
　
　

須
崎
市　
　
　

野
中　

泰
風

湯
浴
み
し
て
涼
む
闇
か
ら
リ
リ
リ
リ
リ

 

　
　

東
大
阪
市　
　

堤
野　

草
木

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）
（
保
護
者
）

（
出
生
児
）（
性
別
）

延
野
々

中
山

　真

　
　
　の
ぞ
み

奨し
ょ
う

也や

男

吉

　野

山
本

　和
幸

　
　
　紀
子

侑ゆ
う

奈な

女

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）
　（死
亡
者
）
　
　（享
年
）

松

　丸

　安
西

　英
子

　
　85
歳

延
野
々

　西
田

　富
子

　
　92
歳

富

　岡

　金
谷

　哲
夫

　
　67
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

河
野

　隆
司 

松
野
町

安
西

　博
文 

松
野
町
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女
性
農
業
委
員
伝
言
板　
№
4

農業委員会だより（11月号）
　

農
地
を
耕
作
目
的
で
借
り
受
け
る
た

め
に
は
、
農
業
委
員
会
等
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
事
者
同
士
だ
け
で
農
地
を
貸
借
す

る
こ
と
は
、
違
法
行
為
で
あ
る
た
め
権

利
が
保
護
さ
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、

問
題
が
生
じ
て
も
農
業
委
員
会
が
仲
介

す
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
町
内

の
正
確
な
営
農
状
況
等
を
把
握
出
来
な

く
な
る
た
め
、
適
切
な
指
導
や
相
談
に

支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
農
地
の
貸
借
を
す
る
場
合
は
、

必
ず
農
業
委
員
会
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

貸
借
を
す
る
た
め
の
申
出
書
や
記
入

例
等
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ま
た
、
貸
借
の
終
期
を
迎
え
た

後
も
耕
作
を
継
続
さ
れ
る
場
合
は
、
再

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
早
め

に
ご
対
応
く
だ
さ
い
。

　

農
地
の
貸
借
等
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

農
地
を
貸
借
す
る
場
合
は

農
業
委
員
会
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
町
内
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
女
性
農
業
者
の
三

好
広
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

出
身
は
宇
和
島
市
で
、
結

婚
後
も
宇
和
島
市
で
生
活
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
出
産

を
機
に
夫
の
哲
也
さ
ん
の
実

家
で
あ
る
富
岡
に
移
住
さ
れ
、

お
父
さ
ん
の
農
業
経
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
形
で
夫
婦
で
農

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

哲
也
さ
ん
は
認
定
農
業
者

と
し
て
も
長
年
活
躍
を
さ
れ
て
お
り
、
町
内
屈
指
の
若
手
営
農

者
と
し
て
夫
婦
二
人
三
脚
で
農
業
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。
広
子

さ
ん
は
明
朗
闊
達
な
人
柄
で
、
他
の
営
農
者
や
市
場
関
係
者
と

の
親
交
も
深
く
、
三
好
農
園
の
顔
と
し
て
町
内
外
で
多
大
な
存

在
感
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

主
要
作
物
は
ハ
ウ
ス
き
ゅ
う
り
で
、
設
備
へ
の
初
期
投
資
や

修
繕
等
に
経
費
が
掛
か
る
の
で
大
変
と
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
安
定
し
た
育
成
が
し
や
す
い
ハ
ウ
ス
栽
培
を
中
心
に

農
業
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ほ
う
れ
ん
草
や
大

根
、
水
稲
の
生
産
に
も
取
り
組
ま
れ
、
虹
の
森
公
園
の
か
ご
も

り
市
場
な
ど
に
出
荷
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
抱
負
を
伺
う
と
、
３
人
の
息
子
さ
ん
の
子
育
て
も
も

う
す
ぐ
終
わ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
経

営
規
模
の
拡
大
等
は
考
え
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
夫
婦

仲
良
く
、
確
実
な
経
営
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
明
る
く
答
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

か
ご
も
り
市
場
な
ど
で
三
好
農
園
自
慢
の
商
品
を
見
か
け
た

際
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

緊
急
地
震
速
報
訓
練
の
実
施

︵
₁₁
月
１
日
㈬
₁₀
時
︶

防災安全コーナー 　

11
月
１
日
㈬
※
に
緊
急
地
震
速
報
の
全
国
的
な
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
防
災
無
線
か
ら
「
緊
急
地
震
速
報
」
が
流
れ
ま
す
。（
※
こ
の

訓
練
は
、
例
年
11
月
５
日
の
津
波
防
災
の
日
（
世
界
津
波
の
日
）
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
日
曜
日
に
な
る
た
め
、
よ
り
多
く
の

機
関
や
団
体
な
ど
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
11
月
１
日
㈬
に
実
施
さ
れ

ま
す
。）

　

緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
て
か
ら
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
る
ま
で
の
時

間
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
そ
の
短
い
間
に
、
あ
わ
て
ず
に
身
を
守

る
な
ど
の
防
災
対
応
を
と
る
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
訓
練
が
重
要
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
身
を
守
る
行
動
を
確
認
し
、
実
際
に
緊
急
地
震

速
報
が
流
れ
て
か
ら
行
動
が
で
き
る
か
訓
練
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

緊急地震速報を聞いたら
　緊急地震速報を聞いたときは、まわりの人に声をかけながら
「周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安全を確保する」
ことが基本です。 

家庭では
・頭を保護し、丈夫な机の下など安全な場所に
　避難してください。 
・あわてて外に飛び出さないでください。 
・無理に火を消そうとしないでください。  

・ブロック塀の倒壊などに注意してください。 
・看板や割れたガラスの落下に注意してください。
・丈夫なビルのそばであれば、ビルの中に避難し
　てください

屋外では

自動車運転中は
・あわててスピードを落とさないでください。 
・ハザードランプを点灯し、まわりの車に注意を
　促してください。 
・大きな揺れを感じたら、道路の左側に停止して
　ください。

きゅうりハウスで作業に励む三好広子さん
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車
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
次
の
と
お
り
「
踏
切
事
故

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】　

11
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮
ま
で
の
10
日
間

【
実
施
機
関
】 　

四
国
運
輸
局
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
、
行
政

機
関
、
鉄
道
・
軌
道
事
業
者
、
自
動
車
関
係
団

体
等
の
協
力
を
得
て
、「
踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
推
進
す
る
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】 〝
行
き
た
い
と　

は
や
る
心
に　

し
ゃ
断
機
を
〞

温
泉
で
ほ
っ
！
と
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

銭
湯
や
温
泉
施
設
を
利
用
し
て
、
家
庭

で
お
風
呂
を
沸
か
す
回
数
を
減
ら
す
こ

と
で
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
繋
が
り
ま

す
。
気
軽
に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

【
期　
　

間
】　

11
月
1
日
㈬
〜
平
成
30
年
3
月
26
日
㈪

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

　

http://www.pref.ehime.jp/h15600/coolchoice/onsen.html

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
環
境
政
策
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
４
９

℻
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
４
４

　
平
成
29�

年
度
男
女
共
同
参
画
推
進
南
予
地
域

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
の
お
知
ら
せ

　

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、

行
政
と
県
民
の
連
携
・
協
働
し
た
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
で
活
躍
す
る
方
々
と
県
・
市
町
が
地
域
の
課
題
等
に
つ
い

て
語
り
合
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
傍
聴
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

11
月
9
日
㈭
13
時
15
分
〜
16
時

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

11
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】　

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

11
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

11
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
者
】　

人
権
擁
護
委
員

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　

踏
切
事
故
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
各
種
交
通
安
全
運
動

等
の
機
会
あ
る
ご
と
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
種
の
事
故
が
平
成
28
年
度
も
20
件
（
平
成
27
年
度
は
８

件
）
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
死
者
５
名
、
負
傷
者
５
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

踏
切
事
故
は
、
鉄
道
・
軌
道
運
転
事
故
の
約
６
割
を
占
め

る
と
と
も
に
、
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
直
前
横
断
（
遮
断

機
く
ぐ
り
、
突
破
、
警
報
無
視
、
一
時
停
止
確
認
の
不
履
行
）

と
停
滞
（
退
出
不
能
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
踏
切
通
行
者
の

マ
ナ
ー
向
上
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
踏
切
事
故
は
、
一
旦
発
生
す
る
と
重
大
事
故
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

四
国
運
輸
局
は
、
行
政
機
関
、
鉄
道
・
軌
道
事
業
者
、
自
動

青
魚
を
食
べ
よ
う

保育園コーナー 　

９
月
25
日
㈪
、
松
丸
保
育
園
で
は
食
育
の
一
環
と
し
て
、

恒
例
の
サ
ン
マ
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
マ
焼
き
の

前
に
は
、
保
育
園
の
栄
養
士
か
ら
サ
ン
マ
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い
の
考
え
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
台
に
炭
を
お
こ
し
サ
ン
マ
を
焼

き
始
め
る
と
、
サ
ン
マ
の
焼
け
る
香
り
や
音
に
「
お
い
し

そ
う
！
」と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
様
子
で
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

魚
の
骨
の
除
き
方
を
教
わ
っ
た
り
、
魚
の
内
臓
に
は
苦
み

が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
様
々
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
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平
成
29�

年
度�

え
ひ
め
職
業
技
能
フ
ェ
ア

　

県
で
は
、
も
の
づ
く
り
の
技
術
・
技
能
の
楽
し
さ
や
、
も

の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
県
立
高
等
技
術
専
門
校

（
新
居
浜
、
今
治
、
松
山
、
宇
和
島
）
の
訓
練
科
目
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
「
え
ひ
め
職
業
技
能
フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
日
程
や
内
容
は
次
の
と
お
り
で
、
専
門
校
を
紹
介

す
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
答
え
た
方
に
は
、
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】　

11
月
25
日
㈯
10
時
〜
16
時
30
分

【
場　
　

所
】　
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
伊
予
郡
松
前
町
筒
井
）

【
内　
　

容
】　

○ 

高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
の
作
品
展
示
、
高
等
技
術
専
門

校
４
校
の
紹
介

○
実
際
に
作
品
を
作
る
も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

・
ダ
ン
モ
デ
ル
づ
く
り

　

・
キ
ラ
キ
ラ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ッ
チ
づ
く
り

　

・
お
絵
か
き
巾
着
リ
ュ
ッ
ク
づ
く
り

　

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ネ
ー
ム
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

　

・
ブ
ー
ケ
づ
く
り

　

・
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
づ
く
り

　

・
木
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

・
自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
シ
ョ
ー
（
分
解
・
組
立
）

　

・
ド
レ
ス
試
着
体
験

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
経
済
労
働
部
産
業
雇
用
局
労
政
雇
用
課 

職
業
能
力
開
発
グ
ル
ー
プ　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
５
０
４

標
準
営
業
約
款
︵
Ｓ
マ
ー
ク
︶
制
度
に
つ
い
て

　

標
準
営
業
約
款
と
は
、
消
費
者
の
利
益
擁
護
の
観
点
か
ら
、

理
容
業
、
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
一
般
飲
食
店
営
業

な
ど
の
生
活
衛
生
関
係
営
業
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
技
術
、

設
備
内
容
な
ど
を
適
正
か
つ
明
確
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
や
消
費
者
が
、
営
業
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り

商
品
を
購
入
し
た
り
す
る
際
の
選
択
の
利
便
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

こ
の
標
準
営
業
約
款
は
、
㈶
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー
が
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
大
臣
の
指

定
す
る
業
種
ご
と
に
、
営
業
方
法
や
取
引
条
件
な
ど
を
定
め

た
も
の
で
、
県
内
で
は
、
次
の
４
業
種
に
つ
い
て
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
理
容
業 

・
美
容
業 

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業 

・
一
般
飲
食
店
営
業 

Safety

（
安
全
）

　

 

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

事
故
賠
償
基
準
に
基
づ
い
て
賠
償
が
行
え
る
よ
う
、
損

害
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。 

Standard

（
安
心
）

　

 

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
提
供
す
る
役
務
の
内
容
、
基
準
を
細
か
に

定
め
て
い
ま
す
。 

Sanitation

（
清
潔
）

　

 

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
衛
生
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
営
業
施
設
又
は
設
備
に
つ
い
て
の
基
準
を

定
め
て
い
ま
す
。 

安
全
・
安
心
を
約
束
す
る
３
つ
の
﹁
Ｓ
﹂

　

標
準
営
業
約
款
「
Ｓ
マ
ー
ク
」
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
く
際
の
安
全
・
安
心
の
目
印
で
す
。

【
登
録
の
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
９
・
９
２
４
・
３
３
０
５

【
場　
　

所
】　

南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎　

７
階
大
会
議
室

（
宇
和
島
市
天
神
町
7

｜

1
）

【
内　
　

容
】　

①
講
演

　

テ
ー
マ
： 
「『
ひ
め
ボ
ス
』
と
進
め
る
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
介
護
離
職
を
防
ぐ
職
場
の
取
組
〜
」

　

講　

師
： 

（
公
財
）
え
ひ
め
女
性
財
団

　

常
務
理
事　

越
智
や
よ
い
氏

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

テ
ー
マ: 

「
介
護
離
職
を
防
ぐ
職
場
の
取
組
〜
制
度
・
上
司
・

同
僚
そ
し
て
私
自
身
〜
」

【
申
込
方
法
】 　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏
名
（
代
表
者
）、
連
絡

先
、
参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
締　
　

切
】　

10
月
27
日
㈮

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
８

｜

８
５
１
１　
県
南
予
地
方
局 

総
務
県
民
課 

県
民
生
活
係

☎
22

・

５
２
１
１
（
内
線
２
０
８
・
２
９
６
）

℻ 

22

・

０
５
７
６

え
ひ
め
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

東
京
大
学
羽
藤
教
授
に
よ
る
講
演
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
に

携
わ
る
方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

11
月
15
日
㈬
13
時
30
分
〜
16
時

【
場　
　

所
】　 

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
（
松
山
市
道
後

公
園
１

｜

30
）

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】　 http://w

w
w
.pref.ehim

e.jp/h40800/
shinchaku/shinchakuh261127.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
都
市
計
画
課

☎
０
８
９

・

９
１
２

・

２
７
３
８

℻ 

０
８
９

・

９
１
２

・

２
７
３
４
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Informationお し ら せ

平成30年４月からの保育園の利用について、申込受付を行います。 
提出書類を確認のうえ、期間内に受付場所へ提出してください。
【受　付　期　間】　　11月６日㈪～ 11月17日㈮
【受付場所・時間】　　新規入園希望者　・・・　町 民 課　９時～ 17時（土曜日、日曜日を除く）
　　　　　　　　　　継続入園希望者　・・・　各保育園　７時30分～ 18時（日曜日を除く）
【提　出　書　類】①②の書類は、各保育園又は町民課で配布します。
　　　　　　　　　　　①　支給認定申請書兼入園申込書
　　　　　　　　　　　②　雇用証明書等、保育が必要であることが確認できる書類
　　　　　　　　　　　　　（保育の必要性の事由により、確認書類が異なります）
　　　　　　　　　　　③　平成29年度市町村民税課税証明書
　　　　　　　　　　　　　（平成29年１月１日現在、松野町に住所がない方）

１　保育を必要とする事由について
　　 　保護者が下記のいずれかに該当することにより、家庭で保育することができないため、保育園等で保育する
ことが必要であると認定されます。

⑴　就労していること（月48時間以上）
⑵　妊娠中又は出産後であること
　　（出産予定月の前３か月から、出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）
⑶　疾病にかかり、若しくは身体に障害を有していること
⑷　同居又は長期入院している親族を常時介護・看護していること
⑸　震災、風水害、火災その他の災害復旧にあたっていること
⑹　求職活動中であること（90日の期限付きで入園可）
⑺　就学していること
⑻　虐待やＤＶのおそれがあること 
⑼　育児休業取得時に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　　（出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）

２　保育の必要量について
　　 　就労等の事由により保育が必要な場合、次のいずれかの利用時間となります。
⑴　保育標準時間・・・１日最大11時間利用できます。（７時30分～ 18時30分）
　　　　　　　　　　　保護者が月120時間以上就労している場合
⑵　保育短時間・・・１日最大８時間利用できます。（８時～ 16時）
　　　　　　　　　　　保護者が月48時間以上120時間未満の就労の場合
　　※保育を必要とする事由によって、短時間しか利用が認められない場合があります。

３　零歳児保育について
　　 　零歳児の受け入れは、松丸保育園のみとなり、生後６か月以降の入園となります。
　　 　なお、年齢は平成30年４月１日現在が基準となります。 

【問い合わせ先】　町民課　児童福祉係　☎42-1113

平成₃₀年度　保育園入園申込について

1₀
月
₃1
日
が
納
期
限
の
税
目
等

町
県
民
税

第
３
期

国
民
健
康
保
険
税

第
4
期

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に
は
、

10
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
町
民
課
税
務
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課
税
務
係　

☎
42

・

１
１
１
２

愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

10
月
31
日
㈫
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

料
の
第
２
期
分
の
納
付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
は
、
10
月
19
日
頃
に
納
付
書
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
（
松
山

市
若
草
町
４

｜

３
）
☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

陸
上
自
衛
高
等
工
科
学
校
生
徒
の

募
集
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
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　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様
に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成29年１月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分や追
納された保険料も含まれます。
　また、自身の保険料だけではなく、家族（配偶者や子どもなど）の負担すべき国民年金保険料を支払っ
ている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成29年度中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整
や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要になります。
　このため、平成29年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11月上旬に
日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際に
は必ずこの証明書又は領収証書を添付してください。（平成29年10月１日から12月31日までの間に、今年初
めて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られます。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときも心強い味方となる制度で
す。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

【問い合わせ先】宇和島年金事務所　☎22‒5569
（予約相談を受け付けています。）

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です

　平成30年度から固定資産税の前納報奨金制度が廃止になります。
　これまで早期納付にご協力いただいた皆さんには、心からお礼を申し上げますとともに、制度廃止へのご理解と、
引き続き納期内納付にご協力をお願いいたします。
【廃止の主な理由】
○ 　口座振替納付の普及などにより、自主納税に対する意識が広く浸透し、制度導入時の目的がほぼ達成されたと
いえること。

○ 　固定資産税のみが前納報奨金制度の対象であり、制度を利用できるのが全期分を一括納付できる人に限られ、
不公平感があること。

○ 　行財政改革の一環として経費節減が図られ、廃止によって生じる財源をより多くの町民の皆さんへのサービス
向上に活用できること。

【平成30年度以降の納付について】
○　前納報奨金は交付されませんが、これまでと同様に全期前納は可能です。
○ 　口座振替を利用されている方で、「全期前納」から「期別納付」へ変更を希望される方は、手続きが必要です。
お手数ですが、「松野町税等口座振替申込兼自動払込利用申込書」を指定金融機関の窓口へ再度提出してください。
平成30年度から変更する場合は、平成30年３月末までに手続きをお願いします。

【問い合わせ先】　町民課　税務係　☎42-1112

固定資産税の前納報奨金制度廃止のお知らせ

科
学
校
生
徒
を
次
の
日
程
で
募
集
し
ま
す
。

１　

一
般
採
用
（
第
一
次
）
試
験

【
応
募
資
格
】
中
卒
（
見
込
み
を
含
む
。）
17
歳
未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
】
平
成
30
年
１
月
９
日
㈫
締
切

【
試
験
日
】
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

【
試
験
場
】
宇
和
島
市
役
所

【
試
験
科
目
】  
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
（
択
一
式
）

及
び
作
文
（
５
０
０
文
字
程
度
）

２　

推
薦
採
用
試
験

【
応
募
資
格
】  

中
卒
（
見
込
み
を
含
む
。）
17
歳
未
満
の
男
子

で
成
績
等
優
秀
に
よ
り
学
校
長
が
推
薦

【
受
付
期
間
】
平
成
29
年
12
月
１
日
㈮
締
切

【
試
験
日
】  

平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
〜
８
日
㈪
の
う
ち
指
定

す
る
１
日

【
試
験
場
】
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
　
　
　
　

 

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜
２

｜

１
）

【
試
験
科
目
】  

口
述
試
験
、
筆
記
試
験
（
作
文
含
む
。）
及
び

身
体
検
査

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
宇
和
島
地
方
合
同
庁
舎
１
階
）

☎
23
・
５
４
３
１

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で
す

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
１
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
」
と
定
め
、
集
中
的
な
広
報
活
動
な
ど
労
働
保
険
の
加

入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室　

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２
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Informationお し ら せ

医療・保健福祉情報コーナー
休日健康診断・各がん検診について
保健福祉課が実施している健康診断・胸部検診・各がん検診は、11月３日（金・祝日）をもって終了します。40歳
以上の方で、今年度まだ受診されていない方は、ぜひ受診しましょう。

日 時・ 場 所 11月3日（金・祝日）　松野町保健センター

受 付 時 間 午前7時30分　～　11時

検 査 項 目 ●健康診断（身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・心電図検査・眼底検査・診察）
● がん検診（胸部CR検診・大腸がん検診・胃がん検診・前立腺がん検診・乳がんマンモグラフィ
検診）　※65歳以上の方は結核検診も実施します。

●肝炎検査（B型、C型肝炎ウイルス検査）
　※大腸がん検診は、容器を事前に配付し、検診当日の回収のみとなります。
　10月27日までに松野町保健センターにご連絡ください。

問い合わせ先 松野町保健センター　☎42-0708

中央診療所での特定健康診査について
下記のとおり実施していますのでご利用ください。（完全予約制）　　

実 施 日 時 毎週火曜日　　午前９時～11時

予 約 方 法 電話・窓口にて随時対応　※前月10日締め

検 査 項 目
●健康診断（身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・診察）
　追加項目：貧血・心電図（医師が必要と判断した場合のみ）※眼底検査はできません。

持 参 物 特定健康診査受診券・特定健診質問票・保険証

費 　 用 受診券の記載どおり※自己負担は加入されている保険によって異なります。

問い合わせ先 中央診療所　☎42-0707　

　●血液検査がありますので、前日の食事は21時までに済ませ、当日の朝食はとらないで来てください。
　※水は飲んでも大丈夫です。

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　７時～ 11時30分  12時～ 17時
診療時間　９時～ 12時　　　14時～ 17時15分
○ 土・日・祝祭日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください）
○ 健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせ
ください。

●中央診療所でのインフルエンザ予防接種について
期　間：10月16日㈪～ 12月28日㈭
時　間：16時から17時（インフルエンザ予防接種のみ予約不要）
　　　　　　　　※診察のある方は、診察時に接種することができます。

暮らしに役立つ

※ 出張診療所（目黒：第１木曜日、吉野：第２木曜日、谷口診療所：第３木曜日）
では、13時30分～ 15時まで接種することができます。

看護師随時募集中！　【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707
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１　目　的
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生
を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的とします。

２　全国統一防火標語
　　『火の用心　ことばを形に　習慣に』 
３　実施期間
　　11月９日㈭～ 11月15日㈬
４　重点目標
⑴　住宅防火対策の推進
　　 　住宅用火災警報器の設置が義務化され、住宅火災による死者数が減少するなどの効果が現れていますが、住
宅用火災警報器は、今後数年でその多くが設置後10年を迎えることから、電池切れなどにより火災時に適切に
作動しなくなることが懸念されています。定期的に動作確認を行うなど維持管理に努めましょう。

⑵　乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進
　　 　近年、たき火を原因とする火災が増加しています。たき火を行う場合は、その場を離れることなく、いつでも消火で
きるように水バケツなどの消火用具を準備しておき、たき火を終えた際は、必ず消火するようにしましょう。

　　　また、風の強い日にたき火を行うことは延焼拡大する危険性が高いことから控えるようにしましょう。
⑶　放火火災防止対策の推進
　　 　全国的に放火及び放火の疑いを原因とする火災は、依然として多く発生しています。放火火災の防止に向け
家庭内はもちろんのこと、町内会及び住民等が一体となり、ご近所の連携を密にし「放火されない環境づくり」
に努めましょう。

⑷　特定防火対象物における防火安全対策の徹底
　　 　劇場・飲食店・物品販売店舗・旅館・ホテル・病院・老人福祉施設などの不特定多数の人や高齢者などが利用す
る施設では、防火管理体制、避難施設及び消防用設備等の維持管理を徹底し、対象物の防火安全に努めましょう。

⑸　製品火災発生防止に向けた取組みの推進
　　 　電気用品、燃焼機器、自動車等、火災の発火源となることが多い製品については、適切な使用、維持管理を
行い製品火災の未然防止に努めましょう。

⑹　多数の観客等が参加する行事に対する火災予防指導等の徹底
　　 　多数の方が参加する行事などにおいて、火災が発生すると被害が甚大となる恐れがあることから、主催者、
露店業者等はガソリンやＬＰガス等の危険物の取扱い方法を熟知することはもちろん、火気を使用する機器の
安全な設置方法や使用方法を確認し、万が一の火災に備えて消火器などの消火用具を準備しておきましょう。

住宅防火　命を守る　７つのポイント
―３つの習慣・４つの対策―

３つの習慣
○　寝たばこは、絶対やめる。
　　 寝たばこをして眠り始め、手からポロリと布団に落ちると、長い時間くすぶった状態になり、その後発
火する危険性があります。寝たばこは絶対にしないようにしましょう。

○　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　カーテンや障子などから離れたところで使用して、上方に洗濯物を干さないようにしましょう。
○　ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　　 ちょっとだからと言って火をつけたまま用事をしない。離れるときは炎を小さくするだけではだめ、必
ず火を消してからにしましょう。

４つの対策
　●　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　●　寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　●　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
　●　お年寄りや身体の不自由な方を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

平成29年秋季全国火災予防運動の実施について
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　宇和島税務署では、平成29年分源泉所得税の改正・納付書などの記載要領・年末調整の仕方について、次の日程
で説明会を開催します。
　なお、年末調整関係諸用紙を封入した封筒を、事前に送付しますので、来場の際には必ずその封筒を持参してく
ださい。

【開催日程】

開催日 開催時間 開催会場 対象地域

11月16日㈭ 14時～ 16時
鬼北町
近永公民館　２階　講堂

宇和島市三間町
鬼北町・松野町

11月17日㈮ 13時30分～ 15時30分
愛南町役場
本庁舎３階　大会議室

愛南町

11月21日㈫
10時～ 12時 宇和島市役所

２階　大会議室

宇和島市（個人事業者）

14時～ 16時 宇和島市（法人事業者）

説明会は、対象地域にかかわらず都合の良い会場でも参加可能です。
【問い合わせ先】　宇和島税務署　☎22-4511

平成29年分�年末調整説明会の開催について

　県では11 ･ 12月を「市町村税・県税　一斉滞納整理強化期間」とし、県内の全市町、県及び愛媛地方税滞納整理
機構が一丸となって、差押などを中心とした滞納整理に集中的、かつ強力に取り組みます。
税金及び保険料は、私たちが健康で安心して暮らせるよう、さまざまな事業を進めるうえで、非常に大切な財源です。
　町税などの滞納が続くと期間に応じ延滞金が加算されます。納期限が過ぎ未納となっている方は早急に納付して
ください。
　また、大多数の方が納期限内に納付している中で、納税相談もなく滞納を続ける方には、税負担の公平性のため
に財産調査や差押などの滞納処分を執行します。

滞納処分が行われる前に、自主的な納税をお願いします。

「夜間・休日収納窓口及び納付相談窓口」について
　町民課及び建設環境課では、以下の期間中に申し出に応じて夜間・休日収納窓口及び納税相談窓口を開設します。
町税、保育料、住宅使用料（家賃）、水道使用料の納付をはじめ納付相談も受け付けます。
　日中や平日に納付、相談することが困難な方、日中では人に聞かれることが心配でなかなか相談出来なかった方
など、申し出のうえ、是非ご利用ください。

※ 申し出を受け、その都度窓口を開設します。必ず電話などで連絡をし、希望の日時を伝えて
ください。

　【休日窓口開設可能日時】
　　　12月２日～３日（土、日）・12月９日～ 10日（土、日）
　　　９時から17時までの希望の時間帯
　【夜間窓口開設可能日時】
　　　11月１日㈬から12月15日㈮までの開庁日
　　　19時までの間で希望の時間帯

●　町税・保育料の窓口開設申し出は　➡　町民課（役場１階）　☎42-1112
●　住宅・水道使用料の窓口開設申し出は　➡　建設環境課（役場２階）　☎42-1115

11・12月は「滞納整理強化期間」です



17

　　　　　　�Information　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�お し ら せ

入札日 工事（業務）名 工事（業務）概要 施行場所
（納入場所） 種別 落札業者 落札金額 所管課

H29.5.29 松野西小学校校舎大規模改修工事設計業務委託 松野西小学校校舎大規模改修工事に係る設計 松　丸 委　託 ㈱松浦設計 5,184,000 教 育 課

H29.5.29 学校給食共同調理場スチームコンベクションオーブン購入事業

スチームコンベクションオーブン　１台（附属品、運賃、工事費、
試運転調整費を含む）、ホテルパン　30枚、穴あきホテルパン　
20枚、予備カート　１台

延野々 物品購入 日本調理機㈱
松山営業所 2,475,576 教 育 課

H29.5.29 史跡河後森城跡馬屋屋根改修工事 建築工一式、屋根面積：80.06㎡ 松丸・富岡
地内 建　築 ㈲金谷住宅建築工業 2,656,800 教 育 課

H29.6.22 松野町小中学校校務用パソコン賃貸借及び保守業務委託
デスクトップパソコン及び付属品一式　41台、ノートパソコン
及び付属品一式　３台（搬入・据付・調整・保守）

町内各小中
学校 委　託 四国通建㈱

宇和島営業所
96,390

(月額賃借料) 教 育 課

H29.6.22 油圧ショベル購入事業 グラップル式油圧ショベル　１台 豊　岡 物品購入 ㈲芝サービス 6,728,400 教 育 課

H29.6.22 森の国ぽっぽ温泉循環配管等化学洗浄業務委託 循環配管等の化学洗浄業務 松　丸 委　託 ㈱ヨコハタ 1,188,000 ふるさと創生課

H29.6.22 虹の森公園おさかな館円形海水温調ユニット改修工事 海水温調ユニットの取替設置工事 延野々 その他 兵頭電気㈱ 2,729,160 ふるさと創生課

H29.6.22 西の川地区農道用地測量業務委託 用地測量　L=240m、A=10,000㎡ 目　黒 委　託 ㈲橋本測量設計 2,916,000 農林振興課

H29.7.25 松野町一般定期健康診断・ストレスチェック業務委託 松野町所属職員の一般定期健康診断・ストレスチェック業務 松　丸 委　託 医療法人順風会健診
センター 768,457 総 務 課

H29.7.25 育苗施設光台車購入事業 光台車　15台 吉　野 物品購入 ㈱山崎農機 2,354,400 農林振興課

H29.7.25 消防用小型動力ポンプ購入事業 消防用小型動力ポンプ（Ｂ－２級）（艤装費用、付属品を含む。） 松　丸 物品購入 ㈱岩本商会
宇和島営業所 1,846,800 防災安全課

H29.7.25 消防用小型動力ポンプ付積載車購入事業
消防用小型動力ポンプ（Ｂ－２級）付積載車（艤装費用、付属品
を含む。） 松　丸 物品購入 ㈱岩本商会

宇和島営業所 6,804,000 防災安全課

H29.7.25 上組がけ崩れ防災対策工事 法覆コンクリート　Ｌ＝14ｍ　石積工　Ａ＝28㎡　排水工　Ｌ＝14ｍ
ストンガード　Ｌ＝13ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝14ｍ 奥野川 土　木 ㈲吉本庭園 9,201,600 建設環境課

H29.8.28 松野町空家実態調査業務委託 空家等実態調査（戸数・用途・老朽度判定・システム構築等）　
一式 町内全域 委　託 ㈱五星

宇和島営業所 3,780,000 建設環境課

H29.8.28 定住促進住宅建設工事(単身用) 木造２階建て　１棟８戸（単身用）　延床面積　262.46㎡
電気設備工事一式、機械設備工事一式、外構工事一式 松　丸 建　築 ㈱松野建設 90,936,000 建設環境課

H29.8.28 富岡7-26集落 ･避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝16ｍ　石積工　Ａ＝30㎡　排水工　Ｌ＝16ｍ
ストンガード　Ｌ＝16ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝16ｍ 富　岡 土　木 ㈲山口建設 8,316,000 建設環境課

H29.8.28 奥野川1-31集落 ･避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝11ｍ　石積工　Ａ＝65㎡　排水工　Ｌ＝11ｍ
ストンガード　Ｌ＝13ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝12ｍ 奥野川 土　木 南予開発㈲ 10,584,000 建設環境課

H29.8.28 富岡7-25集落 ･避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝25ｍ　石積工　Ａ＝70㎡　排水工　Ｌ＝42ｍ
ストンガード　Ｌ＝25ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝26ｍ 富　岡 土　木 ㈱松野建設 18,360,000 建設環境課

H29.8.28 奥野川1-19集落 ･避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝15ｍ　石積工　Ａ＝30㎡　排水工　Ｌ＝15ｍ
ストンガード　Ｌ＝15ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝16ｍ 奥野川 土　木 藤岡建設 10,908,000 建設環境課

H29.9.27 農業体験施設改修工事設計監理業務委託 テントハウス改修設計、売店改修設計、監理業務 延野々 委　託 ㈱松浦設計 1,620,000 農林振興課

H29.9.27 町道梁瀬線舗装修繕工事 Ｌ＝450.00ｍ　Ｗ＝4.9ｍ　舗装工　Ａ＝2,210㎡ 吉　野 舗　装 南予開発㈲ 10,368,000 建設環境課

H29.9.27 理科教育設備購入事業

・東小学校：生物顕微鏡３台
・  西小学校：三眼生物顕微鏡１台、LED双眼実体顕微鏡10台、薬
品庫１個、関節の構造模型１個

・  中学校：生物顕微鏡４台、人体解剖模型１体、三球儀１個、気
象日本地図１個、電源装置４台

吉野 外 物品購入 浜本科学教材店 1,155,600 教 育 課

H29.9.27 松野町一般廃棄物最終処分場測量設計業務委託 松野町一般廃棄物最終処分場における測量及び法面工法の実施設計 延野々 委　託 ㈱荒谷建設コンサルタント
宇和島事務所 3,240,000 建設環境課

H29.9.27 松野町道路法面・盛土・擁壁等点検業務委託 点検道路延長　Ｌ＝25㎞ 延野々 外 委　託 ㈱五星
宇和島営業所 4,536,000 建設環境課

H29.9.27 高橋外３橋　橋梁補修調査設計業務委託 橋梁補修調査設計　N＝４橋 目黒 外 委　託 ㈱富士建設コンサル
タント 15,768,000 建設環境課

H29.9.27 特産品生産拠点施設備品購入事業（虹の森公園）
スチームコンベクションオーブン１台、ブラストチラー・ショッ
クフリーザー１台、真空包装機１台〔付属品含む〕 延野々 物品購入 水野冷機㈲ 1,760,400 農林振興課

H29.9.27 特産品生産拠点施設備品購入事業（山菜等加工創作館）
鉢物コンロ１台、蒸し器（付属品含む）１台、冷蔵庫１台、エア
コン１台 吉　野 物品購入 若宮電工㈱ 702,000 農林振興課

※平成29年４月は入札案件なし

平成29年４月～平成29年９月までの入札結果の概要
単位：円
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平成29年度公共工事の発注の見通しについて

所管課 工事の名称 工事実施場所 工事期間 工事
種別 工事の概要 入札及び

契約の方法

入札を行う時期
備　考第１四半期

（４月～６月）
第２四半期

（７月～９月）
第３四半期

（10月～12月）
第４四半期

（１月～３月）

教　育　課 史跡河後森城跡馬屋
屋根改修工事 松野町大字富岡 約２ヶ月 建築 復元建物の屋根改修一式 指名競争入札 ○ 発注済

ふるさと創生課 虹の森公園円形水槽海水
温調ユニット改修工事 松野町大字延野々 約２ヶ月 その他 海水冷却設備工事一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 舗装修繕工事 松野町大字吉野 約６ヶ月 土木 舗装修繕一式 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 上組がけ崩れ防災対
策工事 松野町大字奥野川 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

14.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課
奥野川1-31集落 ･ 避
難路保全斜面地震対
策工事

松野町大字奥野川 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝
11.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 富岡7-26集落 ･避難路保
全斜面地震対策工事 松野町大字富岡 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

16.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 富岡7-25集落 ･避難路保
全斜面地震対策工事 松野町大字富岡 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

25.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 奥野川1-19集落 ･避難路
保全斜面地震対策工事 松野町大字奥野川 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

15.0ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 定住促進住宅建設工事 松野町大字松丸 約６ヶ月 建築
建築工事一式、電気設備
工事一式、機械設備工事
一式、外構工事一式　外

指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 橋梁修繕工事 松野町大字豊岡外 約６ヶ月 土木 橋梁修繕一式 指名競争入札 ○

総　務　課 ふれあい交流館駐車
場整備工事 松野町大字松丸 約４ヶ月 土木 土工一式、擁壁工一式、

舗装工一式　外 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 町道葛川富岡線改良
工事 松野町大字吉野 約６ヶ月 土木 Ｌ＝33.50ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ

土工一式　外 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 町道上目黒浅辺線改
良工事 松野町大字目黒 約６ヶ月 土木 Ｌ＝40.50ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）ｍ

土工一式　外 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 町道延行線改良工事 松野町大字蕨生 約６ヶ月 土木 Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ
土工一式　外 指名競争入札 ○ 変更

建設環境課 蕨生2-17-Aがけ崩れ
防災対策工事 松野町大字蕨生 約４ヶ月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝16.0

ｍ、排水工一式　外 指名競争入札 ○ 変更

町　民　課 松野町隣保館駐車場
舗装工事 松野町大字豊岡 約４か月 舗装 舗装工一式 指名競争入札 ○ 変更

町　民　課 森の国ふれあいセン
ター駐車場舗装工事 松野町大字松丸 約４か月 舗装 舗装工一式 指名競争入札 ○ 変更

教　育　課 松野西小学校大規模
改修工事（建築） 松野町大字松丸 約５ヶ月 建築 建築工事一式　外 指名競争入札 ○ 追加

教　育　課 松野西小学校大規模
改修工事（機械） 松野町大字松丸 約５ヶ月 管 機械設備工事一式　外 指名競争入札 ○ 追加

教　育　課 松野西小学校大規模
改修工事（電気） 松野町大字松丸 約５ヶ月 電気 電気設備工事一式　外 指名競争入札 ○ 追加

農林振興課 農業体験施設改修工
事 松野町大字延野々 約４ヶ月 建築 建築工事一式　外 指名競争入札 ○ 追加

農林振興課 獣肉処理加工施設耐
震改修工事 松野町大字富岡 約４ヶ月 建築 耐震改修工事一式　外 指名競争入札 ○ 追加

　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）第７条第２項及び同法施行令（平成13年政令
第34号）第５条第５項の規定に基づき、松野町における平成29年度公共工事の発注の見通しに関する事項を変更したので公表し
ます。
　この公表における公共工事は、250万円を超えると見込まれるものが対象です。

＊ ここに公表する内容は、公表時点での予定であるため、実際に発注する工事が公表内容と異なる場合、またはこ
こに公表されていない工事が発注される場合があります。 平成29年10月１日現在
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平成28年度決算に基づく松野町の健全化判断比率等を公表します
■概　要
　この公表は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づいて行うものです。
　この法律は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健全化
及び財政の再生等に必要な行財政の措置を講じることにより、地方公共団体の財政の早期健全化に資することを目
的としています。
　公表するのは、⑴実質赤字比率、⑵連結実質赤字比率、⑶実質公債費比率、⑷将来負担比率（以下「健全化判断比率」
といいます。）と⑸資金不足比率の５指標です。健全化判断比率のうち１つでも早期健全化基準（イエローカード）
以上である場合は財政健全化計画を、財政再生基準（レッドカード）以上である場合は財政再生計画を定める必要
があります。また、資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合は、経営健全化計画を定める必要があります。

■健全化判断比率及び資金不足比率
　本町の平成28年度決算に基づいて算定し、監査委員の審査を経て議会へ報告した健全化判断比率及び資金不足比
率は、下記のとおりいずれの比率も国の基準を下回り、現在のところ財政状況は健全であるといえます。
　実質公債費比率は5.3％で、対前年度比で1.5％改善しています。主な要因は、平成16年度から平成23年度の８年
間において、建設事業に係る新規地方債（借金）の発行を抑制したことにより、町の元利償還金（借金返済額）が
３億627万円となり、対前年度比で２千753万４千円・8.2％減少したことが影響しています。
　いずれの指標も早期健全化基準内となっており、今後も改善傾向で推移する見込みとなっていますが、引き続き
行財政改革を徹底し、財政の健全化に取組みます。

○健全化判断比率
指　標　名 平成28年度Ａ 平成27年度Ｂ 比較（Ａ－Ｂ） 早期健全化基準 財政再生基準

※実質赤字比率 －（該当なし） －（該当なし） －  15.0％ 20.0％
※連結実質赤字比率 －（該当なし） －（該当なし） －  20.0％ 30.0％
　実質公債費比率 5.3％ 6.8％  △1.5％  25.0％ 35.0％
※将来負担比率 －（該当なし） －（該当なし） － 350.0％
※平成28年度決算は黒字であり、実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－（該当なし）」で表示。
　将来負担比率は、将来負担額に充当可能な財源額（町の年間収入）が、将来負担額を上回っているため「－（該
当なし）」で表示。

○資金不足比率
会計名 平成28年度 平成27年度 経営健全化基準

※簡易水道特別会計 －（該当なし） －（該当なし） 20.0％
※平成28年度決算は黒字であり、資金不足比額がないため「－（該当なし）」で表示。

【用語解説】
項　　　目 内　　　容

実 質 赤 字 比 率

　福祉、教育、まちづくりなど、行政事務本体を扱う一般会計等（一般会計及び住宅新築資
金等貸付事業特別会計）の赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。家計に
例えれば、年収に占める年間赤字額の割合を示すものです。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

連結実質赤字比率
　一般会計等に加え、国民健康保険・診療所・簡易水道・介護保険・後期高齢者医療保険事業特
別会計の赤字や黒字を合算し、町全体としての赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

実質公債費比率

　町の年間収入のうち、借入金（地方債）の返済及びこれに準ずる返済に充てている割合を
示し、資金繰りの苦しさを表します。
　これには、一部事務組合への負担金や公営企業会計等に対する繰出金のうち、借金返済に
相当するものも含まれています。
　家計に例えると、年収に占める年間の借金返済額の割合を示すものです。

将 来 負 担 比 率

　一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高が、
町の年間収入の何年分に相当するのかを示し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを表します。
　家計に例えると、借金残高が年収の何年分に相当するかを示すものです。
　町の年間収入が、将来支払っていく可能性のある負担等の残高を上回る場合は、「－（該当
なし）」という公表になります。

資 金 不 足 比 率
　公営企業会計（簡易水道特別会計）の資金の不足額の程度を示し、経営状態の悪化の度合
いを表します。
　資金不足額がなければ、「－（該当なし）」という公表になります。
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※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。

11月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定

１ 水 粗大ごみ収集日／基幹集落センター（９ : 30～11 : 00）

２ 木 森の国文化祭（～３日）

３ 金
文化の日　
森の国文化祭 芸能大会
健康診査・各種がん検診（休日健診）／保健センター

当加藤整形外科☎22-7111当 吉田内科泌尿器科医院☎25-1330

当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当市立津島病院☎32-2011

４ 土

５ 日 当二宮整形外科☎25-8600当木村内科医院☎24-0030
当 上田小児科・外科☎25-0100当町立北宇和病院☎45-3400

６ 月

７ 火

８ 水 粗大ごみ収集日／上家地集会所（９ : 30～11 : 00）

９ 木

10 金

11 土 「奥内の棚田及び農山村景観」重要文化的景観選定記念シンポジウム
チャリティレクバレー

12 日 愛媛ＦＣマッチタウン松野町応援デー／ニンジニアスタジアム
粗大ごみ収集日／松野町役場（９：00～ 11 : 00）

当小川クリニック☎23-3599当くきた内科クリニック☎26-2260
当こおり小児科☎24-5633当 鬼北町国保日吉診療所☎44-2250

13 月 肺がんＣＴ検診／吉野生交流促進センター

14 火

15 水 粗大ごみ収集日／富岡集会所（９：30 ～ 11：00）
肺がんＣＴ検診／目黒基幹集落センター（午前）／保健センター（午後）

16 木 町内音楽発表会

17 金

18 土 松野中学校創立50周年記念式典

19 日 松野中学校文化祭 当 上甲外科クリニック☎25-5811当松浦内科医院☎23-1122
当山下小児科☎23-0055当篠 原 医 院☎45-3370

20 月 肺がんＣＴ検診／保健センター

21 火

22 水 粗大ごみ収集日／豊岡前公民館（９：30 ～ 11：00）

23 木 勤労感謝の日 当植木整形外科☎22-0022当 清家消化器内科クリニック☎22-2266
当こばやし小児科☎23-1150当富 山 医 院☎45-0360

24 金

25 土

26 日 当しませ医院☎27-1888当山下クリニック☎22-5030
当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当大野内科医院☎45-0141

27 月

28 火

29 水 粗大ごみ収集日／豊岡後公民館（９：30 ～ 11：00）

30 木

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火  延野々 ･豊岡 ･富岡 ･上家地 ･目黒

水

木  松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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